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自
治
功
労
者
表
彰

森
、
三
瓶
両
議
員
が
受
賞
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例
年
に
な
く
寒
さ
厳
し
い
冬
を

耐
え
、
百
花
繚
乱
、
日
本
が
一
番

美
し
い
季
節
で
あ
る
。

　

去
る
４
月
21
日
の
新
聞
紙
面
の

請
戸
川
の
桜
並
木
の
風
景
は
人
影

も
な
く
ひ
っ
そ
り
と
寂
し
い
感
じ

が
致
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
震
災
以

前
の
春
で
あ
っ
た
ら
さ
ぞ
美
し
く

咲
き
誇
り
、
人
々
を
魅
了
さ
せ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
地
震
原
発
で
故

郷
を
追
わ
れ
不
自
由
な
生
活
を
強

い
ら
れ
、
帰
る
も
叶
わ
な
い
人
々

の
事
を
思
う
と
万
感
胸
に
せ
ま
る

思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

未
曾
有
の
震
災
は
日
本
国
民
が

律
儀
で
勤
勉
、
行
儀
良
く
、
礼
節

を
尊
ぶ
冠
た
る
民
族
で
あ
る
事
を

世
界
に
知
ら
し
め
る
事
に
な
り
ま

し
た
。
新
生
東
北
、
早
い
復
旧
、

復
興
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

春
は
入
学
、
入
社
と
希
望
に
胸

を
お
ど
ら
せ
て
出
て
行
く
季
節
で

事
の
始
ま
る
時
で
も
あ
り
ま
す
。

新
人
議
員
も
期
待
を
背
負
っ
て
出

立
致
し
、
責
務
の
重
さ
に
身
の
や

せ
る
思
い
で
村
政
、
議
員
と
し
て

の
事
等
学
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。　
（
小
林
徳
清
）

あ
　
と
　
が
　
き

新人議員オリエンテーション

24 年度事業・予算を研修

新人議員５名が受講 ／4 25
　３月の村議会議員一般選挙で当選した新人
議員５名へのオリエンテーションが行われま
した。午前 10 時から午後５時まで行われ、
午前中は主に議会に関することについて、午
後からは役場各課から 24 年度の主な事業と
予算についての説明を受けました。

　

福
島
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会
で
森
清
重
議
員
と

三
瓶
力
議
員
に
全
国
町
村
議
会
議
長
会
か
ら
自
治
功
労
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、表
彰
状
の
伝
達
は
、３
月
定
例
会
の
際
に
行
わ
れ
、

須
藤
議
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

両
議
員
と
も
に
先
の
一
般
選
挙
で
当
選
し
て
５
期
目
に
入

り
、
今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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	 ８日	 石川地方町村議会事務局長会議（石川町）
　20日		 一般質問通告締切
　27日		 議会運営委員会
　29日		 公立岩瀬病院企業団議会臨時会（須賀川市）
	 	 石川地方生活環境施設組合定例会（石川町）

２月

	 ２日	 ３月定例会開会（議場）
	 	 総務産業建設常任委員会（議会会議室）
	 ７日	 全員協議会（議員会議室）
	 ８日	 ３月定例会閉会（議場）

３月

４日	 平成24年第１回臨時会（議場）
６日	 村内小中学校入学式
10日	 石川地方町村議会議長会（石川町）
18日	 福島空港活性化推進協議会監査（議長室）
25日	 新人議員オリエンテーション（議会会議室）
	 福島空港活性化推進協議会総会（須賀川市）

４月

森 　 清 重 議員三 瓶 　 力 議員
オリエンテーションのようす

村議会議員一般選挙後はじめて招集された臨時会

全
国
町
村
議
会
議
長
会



議 会 だ よ り議 会 だ よ り（３） （２）

支
出
金
で
４
６
４
万
９
千
円
を
減

額
し
、
保
険
税
で
６
８
４
万
４
千

円
、
繰
入
金
で
４
０
０
万
円
を
追

加
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
予
備
費

で
１
２
３
４
万
２
千
円
、
保
健
事

業
費
で
１
４
７
万
円
、
諸
支
出
金

で
１
３
１
万
９
千
円
、
保
険
給
付

費
で
１
１
９
万
円
減
額
し
た
も
の

で
あ
る
。　
　
　
　
（
起
立
全
員
）

　

給
付
費
に
不
足
が
生
じ
た
た
め

所
要
額
を
補
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

歳
入
の
国
庫
支
出
金
を
１
０
６

７
万
５
千
円
増
額
し
、
歳
出
の
保

険
給
付
費
で
１
０
６
７
万
５
千
円

増
額
し
た
。　
　
　
（
起
立
全
員
）

　
　

　

資
本
的
収
入
総
額
を
２
億
９
３

８
０
万
円
と
し
、
資
本
的
支
出
総

額
を
４
億
３
８
２
０
万
２
千
円
と

し
た
も
の
で
あ
る
。

平成24年５月17日 平成24年５月17日

◆
各
委
員
会
の
構
成

《
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
》

　

委
員
長　

田　

子　

武　

幸

　

副
委
員
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郎
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雄

《
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
》

　

委
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大
和
田　
　
　

宏
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車　

田　

悦　

夫

　

委　
　

員　
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〃　
　
　

小　
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清

《
議
会
運
営
委
員
会
》

　

委
員
長　

西　
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良　

英

　

副
委
員
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田　
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委　
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大
和
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宏
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飯　

島　

三　

郎

　
　

〃　
　
　

塩　

澤　

重　

男

◆
各
組
合
議
会
議
員

《
石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組
合

議
会
議
員
》

　
　
　
　
　
　

鈴　

木　

忠　

雄

　
　
　
　
　
　

小　

林　

徳　

清

　
　
　
　
　
　

渡　

邊　

一　

雄

《
須
賀
川
地
方
広
域
消
防
組
合
議

会
議
員
》

　
　
　
　
　
　

三　

瓶　
　
　

力

須藤議長、森副議長再選
　
平
成
24
年
第
１
回
臨
時
会
は
、
４
月
４
日
午
前
10
時
か
ら
本
会
議
場
で
開

か
れ
ま
し
た
。
議
長
選
挙
で
は
須
藤
利
夫
議
員（
３
期
）が
再
選
さ
れ
、
ま
た
、

副
議
長
も
森
清
重
議
員（
５
期
）が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
常
任
委
員
会
は
、
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
長
に
田
子
武
幸
議
員

（
４
期
）、
文
教
厚
生
常
任
委
員
長
に
大
和
田
宏
議
員（
２
期
）が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
長
に

は
西
川
良
英
議
員（
４
期
）が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
石
川
地
方
生
活
環
境
施

設
組
合
議
会
議
員
３
名
と
須
賀
川

地
方
広
域
消
防
組
合
議
会
議
員
１

名
の
選
挙
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
構
成
が
決
ま
り
、
６
月
定

例
会
か
ら
の
新
た
な
議
事
機
関
と

し
て
の
任
務
が
始
ま
り
ま
す
。
二

元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議
会
の

審
議
議
決
と
執
行
機
関
へ
の
監
視

評
価
へ
の
村
民
の
期
待
が
高
ま
り

ま
す
。

　

な
お
、
詳
し
い
議
会
構
成
は
次

の
と
お
り
で
す
。

議
会
構
成
決
ま
る

総
務
産
業
建
設
委
員
長
に　
田　

子
氏

文
教
厚
生
委
員
長
に　
大
和
田
氏

　玉川村議会　平成 24年

第１回　臨　時　会
　

国
・
県
支
出
金
や
地
方
交
付
税

等
の
一
部
に
未
確
定
だ
っ
た
も
の

が
、
年
度
末
に
確
定
し
た
た
め
専

決
処
分
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

補
正
の
主
な
も
の
は
、
歳
入
で

村
税
を
６
７
５
万
８
千
円
、
地
方

譲
与
税
５
０
８
万
円
、
地
方
交
付

税
で
３
８
７
０
万
９
千
円
、
国
庫

支
出
金
で
２
２
０
８
万
５
千
円
を

増
額
し
、
県
支
出
金
を
３
６
６
７

万
４
千
円
を
減
額
し
た
。

　

歳
出
で
総
務
費
の
財
政
調
整
積

立
金
に
３
０
０
０
万
円
、
民
生
費

で
４
１
５
万
３
千
円
を
増
額
し
た

も
の
で
あ
る
。　
　

（
起
立
全
員
）

　

保
険
税
の
収
納
実
績
、
国
・
県

支
出
金
の
確
定
に
よ
り
所
要
額
を

補
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
庫
支

出
金
で
２
２
７
４
万
７
千
円
、
県

　

な
お
、
資
本
的
収
入
額
が
資
本

的
支
出
額
に
対
し
て
不
足
す
る
１

億
４
４
４
０
万
２
千
円
は
、
過
年

度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
１
億
４

３
４
０
万
２
千
円
と
当
年
度
分
消

費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
１
０
０

万
円
で
補
填
し
た
。（
起
立
全
員
）

　

玉
川
村
監
査
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
っ
て
、
後
任
の
監
査
委
員
と

し
て
大
和
田
宏
さ
ん
を
選
任
す
る

こ
と
に
つ
い
て
の
同
意
を
求
め
る

も
の
で
あ
る
。　
　
（
起
立
全
員
）

専
決
処
分
の
承
認

平
成
23
年
度
玉
川
村
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
９
号
）

人　

事　

案　

件

平
成
23
年
度
玉
川
村
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

平
成
23
年
度
玉
川
村
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

平
成
23
年
度
玉
川
村
上

水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）

森 　 清 重 副議長 須 藤 利 夫	議長

　
今
回
の
臨
時
会
で
は
、
主
に
議
長
及
び
副
議
長
の
選
挙
と
各
委

員
会
委
員
な
ど
を
選
任
す
る
議
会
構
成
の
ほ
か
に
、
専
決
処
分
の

報
告
と
承
認
、
人
事
案
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　
そ
の
内
容
、
結
果
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。　
　
　

総務産業建設常任委員会委員の皆さん文教厚生常任委員会委員の皆さん

鯉のぼり作りをするいずみ幼稚園の園児

泉中学校校庭の除染作業



議 会 だ よ り議 会 だ よ り（５） （４）平成24年５月17日 平成24年５月17日

　　玉川村議会

3 月 定 例 会
あらまし

　
玉
川
村
議
会
３
月
定
例
会
は
、
３
月
２
日
か
ら
８
日
ま
で
の
７
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、
専
決
処
分
に
関
す
る
こ
と
が
３
件
、
条
例
の
制
定
や
改
正
等
が

６
件
、
組
合
規
約
の
変
更
が
２
件
、
補
正
予
算
が
５
件
、
平
成
24
年
度
当
初
予
算
７
件
の

審
議
を
行
い
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。　
ま
た
、
一
般
質
問
で
は
３
名
の
議

員
が
登
壇
し
て
、
村
執
行
機
関
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

村
長
施
政
方
針

　

歳
出
の
主
な
取
り
組
み
は
、
ま

ず
初
め
に
生
活
環
境
へ
の
不
安
を

払
拭
す
る
た
め
除
染
計
画
に
基
づ

く
除
染
体
制
の
確
立
と
風
評
被
害

対
策
、
そ
し
て
震
災
復
興
交
付
金

事
業
計
画
の
推
進
で
あ
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
被
害
は
甚
大
で

あ
り
ま
し
た
の
で
、
家
屋
の
復
旧

が
数
年
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
昨
年
同

様
に
災
害
見
舞
金
の
支
給
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
玉
川
村

地
域
防
災
計
画
の
策
定
と
災
害
対

策
本
部
機
能
を
有
す
る
役
場
庁
舎

の
耐
震
補
強
計
画
を
進
め
ま
す
。

　

次
に
、
と
も
に
支
え
合
い
生
き

生
き
と
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
と
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
子
育
て

支
援
、
障
害
者
福
祉
、
高
齢
者
福

祉
、
健
康
づ
く
り
事
業
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
国
民
健
康

保
険
事
業
、
介
護
保
険
事
業
に
つ

き
ま
し
て
も
保
険
料
の
適
正
な
設

定
と
収
納
率
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

税
務
関
係
で
は
、
税
は
行
政
運

営
の
た
め
の
重
要
な
財
源
で
あ
り

ま
す
。
滞
納
額
が
増
え
、
未
収
金

の
回
収
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
よ
り
一
層
滞
納
整
理
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
環
境
に
優
し
く
快
適
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
で

あ
り
ま
す
が
、
ゴ
ミ
処
理
対
策
に

つ
い
て
は
、
分
別
ご
み
収
集
の
徹

底
を
図
る
と
と
も
に
引
き
続
き
東

日
本
大
震
災
等
の
瓦
礫
の
搬
入
を

受
付
け
い
た
し
ま
す
。

　

道
路
整
備
と
し
ま
し
て
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
で
３
路

線
、
地
方
特
定
道
路
整
備
事
業
で

１
路
線
の
整
備
計
画
を
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
大
震
災
や
台
風
で

被
災
し
た
土
木
施
設
や
農
業
施
設

初
年
」
と
位
置
づ
け
、
復
旧
・
復

興
等
の
山
積
す
る
課
題
の
解
決
に

向
け
て
積
極
的
な
取
り
組
み
を
行

う
と
と
も
に
行
政
運
営
に
当
た
っ

て
参
り
ま
す
。

　

本
村
の
平
成
24
年
度
の
一
般
会

計
の
当
初
予
算
総
額
は
33
億
円
規

模
と
な
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
と
そ

れ
に
伴
う
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
被
害
、

さ
ら
に
台
風
15
号
豪
雨
に
よ
る
阿

武
隈
川
堤
防
の
破
堤
に
よ
り
、
村

内
に
お
い
て
も
歴
史
に
残
る
被
害

を
こ
う
む
り
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
は
「
大
災
害
復
興

「
大
災
害
復
興
初
年
」
と
位
置
づ
け

行
政
運
営
に
当
た
る

　
３
月
定
例
会
の
冒
頭
、
村
長
か
ら
平
成
24
年
度
に
お
け
る
施
政
方
針

に
つ
い
て
、基
本
的
な
考
え
と
行
政
運
営
の
方
針
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
の
要
旨
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

に
つ
い
て
地
震
災
88
ヶ
所
、
台
風

15
号
災
で
10
ヶ
所
の
単
独
災
害
復

旧
事
業
を
引
き
続
き
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

次
に
、
魅
力
的
で
活
力
に
満
ち

た
村
づ
く
り
で
す
が
、
風
評
に
負

け
な
い
安
全
・
安
心
な
農
業
振
興

や
商
工
業
な
ど
産
業
の
振
興
に
努

め
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
つ
い
て

は
、
特
に
農
業
は
壊
滅
的
打
撃
を

受
け
、
食
糧
自
給
率
は
大
幅
に
落

ち
込
む
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
関

係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
て
参

加
阻
止
に
向
け
た
姿
勢
で
臨
み
ま

す
。
農
地
・
水
・
環
境
保
全
管
理

支
払
交
付
金
事
業
は
、
平
成
23
年

度
を
も
っ
て
第
１
期
５
カ
年
事
業

が
終
了
し
、
平
成
24
年
度
を
初
年

度
と
し
て
、
新
た
な
５
カ
年
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

ま
た
、
商
工
業
の
振
興
を
図
る

た
め
商
工
会
と
連
携
を
密
に
し
て

商
工
会
運
営
の
助
成
支
援
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
特
色
あ
る
教
育
の
振
興

に
よ
る
人
づ
く
り
で
す
が
、
人
づ

く
り
は
地
域
づ
く
り
村
づ
く
り
の

基
本
で
あ
り
、
基
礎
学
力
の
向
上

や
生
涯
学
習
の
推
進
、
教
育
環
境

の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

福
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

の
構
成
団
体
に
変
更
が
あ
り
、
規

約
変
更
の
た
め
の
協
議
が
組
合
か

ら
あ
っ
た
の
で
、
議
会
か
ら
委
任

さ
れ
て
い
る
専
決
処
分
を
し
た
。

つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
第
１
８

０
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
報
告

さ
れ
た
。

　

個
人
情
報
の
外
部
提
供
の
制
限

に
対
す
る
例
外
と
し
て
、
国
、
他

の
地
方
公
共
団
体
若
し
く
は
、
そ

の
他
の
機
関
を
加
え
る
条
例
改
正

の
専
決
処
分
を
行
っ
た
た
め
、
議

会
に
報
告
し
、
承
認
を
求
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
起
立
全
員
）

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
建
物
等
を
取
り
壊
し

た
場
合
は
、
固
定
資
産
税
を
全
額

免
除
す
る
条
例
改
正
の
専
決
処
分

を
行
っ
た
た
め
地
方
自
治
法
第
１

７
９
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
議

会
に
報
告
を
し
、承
認
を
求
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
起
立
全
員
）

　

県
よ
り
交
付
さ
れ
た
福
島
県
市

町
村
復
興
支
援
交
付
金
を
原
資
と

し
て
、
本
村
に
お
け
る
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
旧
復
興
事
業
に
資

す
る
費
用
に
充
て
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
地
方
自
治
法
第
２
４
１

条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
基

金
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
起
立
全
員
）

　

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
施
行
に
伴

い
「
体
育
指
導
員
」
か
ら
「
ス
ポ

ー
ツ
推
進
委
員
」
へ
の
名
称
変
更

と
な
り
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
起
立
全
員
）

　

村
民
税
及
び
固
定
資
産
税
に
つ

い
て
、
全
期
前
納
さ
れ
た
場
合
に

交
付
さ
れ
る
報
償
金
の
支
給
率
を

引
き
下
げ
る
改
正
を
行
う
も
の
で

あ
る
。　
　
　
　
　
（
起
立
全
員
）

　

玉
川
村
子
ど
も
医
療
費
助
成
に

関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
い

　

幼
稚
園
、
学
校
教
育
で
は
、
村

内
幼
・
小
・
中
の
ス
ム
ー
ズ
な
接

続
を
目
指
し
た
「
幼
・
小
・
中
連

携
強
化
推
進
事
業
」
も
３
年
次
を

迎
え
、
今
ま
で
の
成
果
や
課
題
を

分
析
し
な
が
ら
、
幼
・
小
・
中
の

さ
ら
な
る
連
携
強
化
を
図
り
「
玉

川
村
の
教
育　

次
代
を
担
う
元
気

な
玉
川
っ
子
の
育
成
」
に
取
り
組

む
考
え
で
す
。

　

最
後
に
人
の
交
流
に
よ
り
人
と

地
域
が
輝
き
、
時
代
の
変
化
に
的

確
に
対
応
で
き
る
村
づ
く
り
で
あ

り
ま
す
。
人
口
の
減
少
は
大
き
な

問
題
で
あ
り
、
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｊ
タ

ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
な
ど
の
希
望
者

へ
情
報
提
供
や
定
住
促
進
に
向
け

た
事
業
展
開
を
図
り
ま
す
。

　

福
島
空
港
も
開
港
20
周
年
の
記

念
す
べ
き
年
を
迎
え
ま
す
。
本
村

と
し
て
福
島
空
港
開
港
20
周
年
記

念
事
業
と
し
て
、
女
性
や
高
齢
者

を
対
象
と
し
た「
玉
川
女
性
の
翼
」

「
玉
川
長
寿
の
翼
」
を
企
画
し
、

利
用
促
進
と
併
せ
て
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

※
関
連
す
る
予
算
に
つ
い
て
は
、

８
頁
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

石 森 春 男 	村長

専
決
処
分
の
報
告

条
例
の
制
定
・
改
正

専
決
処
分
の
承
認

福
島
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
の
規
約
変
更

玉
川
村
震
災
復
興
支
援

事
業
基
金
条
例
の
制
定

玉
川
村
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被

災
者
に
対
す
る
村
民
税
等

の
減
免
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

玉
川
村
個
人
情
報
保
護

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

玉
川
村
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く



議 会 だ よ り議 会 だ よ り

な
く
さ
れ
て
い
る
。
林
業
の
採
算

性
悪
化
に
よ
り
手
入
れ
さ
れ
な
い

森
林
が
増
え
る
な
か
、
放
射
性
物

質
に
よ
り
経
済
価
値
が
な
く
な
れ

ば
更
な
る
荒
廃
を
招
く
と
思
わ
れ

る
こ
と
か
ら
森
林
に
対
す
る
固
定

資
産
税
の
減
免
を
陳
情
す
る
。

【
審
議
の
結
果
】

　

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
て
審
議
し
た
結
果
、
全

会
一
致
で
不
採
択
と
な
っ
た
。

　

不
採
択
と
な
っ
た
主
な
要
因
と

し
て
は
、
こ
の
件
は
県
内
全
体
的

な
問
題
で
あ
っ
て
、
一
町
村
が
先

駆
け
て
判
断
す
る
に
は
拙
速
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
被
害
が

出
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
免
税
す

る
ま
え
に
、
東
京
電
力
に
損
害
賠

償
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
先
で
あ

る
。

　

福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

と
早
期
発
効
を
求
め
る
意
見
書
に

つ
い
て
、
議
員
発
議
で
本
会
議
に

提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
た
。
意
見
書
は
、
内
閣
総
理
大

臣
と
厚
生
労
働
大
臣
、
福
島
労
働

局
長
あ
て
に
提
出
さ
れ
た
。

介
護
保
険
法
改
正
に
伴
う
シ
ス
テ

ム
改
修
費
な
ど
で
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
８
１
万
７
千
円
を
追
加
し

予
算
総
額
を
３
億
６
１
５
２
万
４

千
円
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
起
立
全
員
）

　

歳
入
歳
出
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
０

６
万
円
減
額
し
、
予
算
総
額
を
４

３
４
２
万
２
千
円
と
す
る
も
の
で

あ
る
。　
　
　
　
　
（
起
立
全
員
）

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
を
、
そ

れ
ぞ
れ
３
０
０
万
円
減
額
し
、
総

額
を
１
億
８
２
０
８
万
４
千
円
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

収
益
的
収
入
は
、
給
水
収
益
を

３
０
０
万
円
減
額
し
、
他
会
計
補

助
金
を
５
０
万
円
増
額
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

一
方
、
支
出
は
、
原
水
及
び
浄

水
費
を
１
０
０
万
円
減
額
し
、
消

平成24年５月17日 平成24年５月17日（７） （６）

一
部
負
担
金
の
支
払
い
を
要
し
な

い
こ
ど
も
の
年
齢
区
分
を「
15
歳
」

か
ら
「
18
歳
」
に
改
め
る
も
の
で

あ
る
。　
　
　
　
　
（
起
立
多
数
）

　

３
年
ご
と
に
サ
ー
ビ
ス
見
込
み

量
の
見
直
し
を
行
い
、
平
成
24
年

度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
の
第
５

期
事
業
期
間
の
保
険
料
を
改
正
す

る
も
の
で
あ
る
。　
（
起
立
全
員
）

　

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
施
行
に
伴

い
「
体
育
指
導
員
」
か
ら
「
ス
ポ

ー
ツ
推
進
委
員
」
へ
の
名
称
変
更

と
な
り
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
起
立
全
員
）

　

構
成
市
町
村
に
お
け
る
情
報
の

共
有
確
保
と
迅
速
な
意
思
決
定
を

図
る
と
と
も
に
、
組
合
設
立
時
か

ら
の
社
会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま

え
、
よ
り
適
切
な
組
織
体
制
に
す

る
た
め
、
組
合
議
員
の
定
数
の
変

更
並
び
に
執
行
機
関
の
組
織
の
変

更
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
起
立
全
員
）

　

し
尿
処
理
と
ご
み
処
理
に
係
る

分
賦
率
に
つ
い
て
は
、
人
口
割
と

実
績
割
で
算
定
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
数
値
に
変
更
が
生
じ
る
た
め

規
約
の
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
起
立
多
数
）

　

県
よ
り
交
付
さ
れ
た
福
島
県
市

町
村
復
興
支
援
金
、
東
日
本
大
震

災
の
災
害
復
旧
事
業
の
地
方
負
担

分
に
充
て
る
た
め
、
地
方
交
付
税

で
設
け
ら
れ
た
特
例
に
よ
る
震
災

復
興
特
別
交
付
税
、
除
染
事
業
に

係
る
経
費
及
び
各
種
事
業
の
精
算

に
か
か
わ
る
も
の
を
主
と
す
る
も

の
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億

６
５
０
０
万
円
を
増
額
し
、
予
算

総
額
を
４
３
億
２
１
４
９
万
６
千

円
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
補
正
の
主
な
も
の
は
、

上
の
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
起
立
全
員
）

　

保
険
給
付
費
の
増
額
お
よ
び
補

助
金
等
の
確
定
に
よ
る
も
の
で
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
３
７
４
万

玉
川
村
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

玉
川
村
体
育
施
設
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

組
合
規
約
の
変
更

補
　
正
　
予
　
算

須
賀
川
地
方
広
域
消
防

組
合
規
約
の
変
更

平
成
23
年
度
玉
川
村
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

３
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を

８
億
６
５
５
７
万
４
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
補
正
の
主
な
も
の
は
、

左
の
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
起
立
全
員
）

　

東
日
本
大
震
災
、
台
風
15
号
に

よ
る
被
災
者
の
保
険
料
の
減
免
と

石
川
地
方
生
活
環
境
施

設
組
合
規
約
の
変
更

平
成
23
年
度
玉
川
村
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

平
成
23
年
度
玉
川
村
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

平
成
23
年
度
玉
川
村
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

平
成
23
年
度
玉
川
村
上
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

費
税
及
び
地
方
消
費
税
で
２
０
０

万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
減
額
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

ま
た
、
資
本
的
収
入
及
び
支
出

に
つ
い
て
の
補
正
は
、
資
本
的
収

入
は
、
企
業
債
を
２
３
５
０
万
円

国
庫
補
助
金
を
１
７
６
７
万
８
千

円
、
一
般
会
計
補
助
金
を
６
３
３

万
円
そ
れ
ぞ
れ
減
額
す
る
の
も
で

あ
る
。

　

な
お
、
資
本
的
収
入
額
が
資
本

的
支
出
額
に
対
し
て
不
足
す
る
額

１
億
５
２
４
０
万
９
千
円
は
、
過

年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
１
億

５
１
４
０
万
９
千
円
及
び
当
年
度

分
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
１

０
０
万
円
で
補
て
ん
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
起
立
全
員
）

　　

平
成
24
年
度
当
初
予
算
と
し

て
、
一
般
会
計
と
５
つ
の
特
別
会

計
、
上
水
道
事
業
会
計
の
予
算
案

が
執
行
部
よ
り
提
案
さ
れ
た
。

　

審
議
の
結
果
、
一
般
会
計
予
算

と
国
保
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

は
起
立
多
数
で
、
そ
の
他
の
会
計

に
つ
い
て
は
全
て
起
立
全
員
で
可

決
さ
れ
た
。　
（
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

【
請
願
の
趣
旨
】

①
福
島
県
の
最
低
賃
金
を
「
雇
用

戦
略
会
議
」
に
お
け
る
政
労
使
合

意
内
容
に
沿
っ
た
引
上
げ
を
図
る

こ
と
。

②
一
般
労
働
者
の
賃
金
引
上
げ
が

４
月
で
あ
る
こ
と
か
ら
福
島
県
最

低
賃
金
の
改
定
諮
問
を
早
期
に
行

い
発
効
日
を
早
め
る
こ
と
。

　

以
上
の
２
点
に
つ
い
て
、
政
府

関
係
機
関
並
び
に
福
島
労
働
局
長

に
意
見
書
の
提
出
を
願
う
。

【
審
議
の
結
果
】

　

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
て
審
議
し
た
と
こ
ろ
、

意
見
書
（
議
員
発
議
）

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

【
陳
情
の
趣
旨
】

　

林
業
で
は
、
し
い
た
け
原
木
を

は
じ
め
薪
な
ど
の
出
荷
自
粛
、
立

木
・
パ
ル
プ
材
は
風
評
被
害
に
よ

っ
て
極
端
な
流
通
の
減
少
を
余
儀

表１　一般会計補正予算の主なもの

表２　国民健康保険特別会計補正の主なもの

カローリングを楽しむ皆さん

グラウンドゴルフを楽しむ皆さん森林も放射性物質で汚染

区分 款 補正額 備　　　　考

歳入

村 債 △166,700 公共土木災害復旧事業債ほか
繰 入 金 △ 58,500 財政調整積立金繰入金ほか
県 支 出 金 355,404 県市町村復興支援金ほか
地 方 交 付 税 257,660 災害復興特別交付税ほか

歳出

災 害 復 旧 費 △ 48,027 農業用施設災害復旧工事ほか
民 生 費 △ 40,616 子ども手当ほか
諸 支 出 金 327,919 震災復興支援事業基金積立金ほか
農林水産業費 62,649 農業系廃棄物処理事業委託料ほか
衛 生 費 41,728 除染対策工事ほか

区分 款 補正額 備　　　考

歳入

共同事業交付金 16,416 高額医療費共同事業負担金ほか

繰 入 金 4,282 保険基盤安定繰入金ほか

諸 収 入 2,079 老人保健拠出金還付金ほか

歳出

保 険 給 付 費 23,681 療養給付費、療養費

共同事業拠出金 2,593 保険財政共同安定化医療拠出金

予 備 費 △ 2,531 予備費

（単位：千円）

（単位：千円）

三
瓶
　
力
議
員

請
　
　
　
　
願

当
　
初
　
予
　
算

福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
と
早
期
発
効
を
求
め

る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

請
願
者

紹
介
議
員

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
福
島
県
連
合
会

石
川
地
区
連
合
会

議
長
　
高
宮
　
清
さ
ん

陳
　
　
　
　
情

森
林
に
対
す
る
固
定
資
産

税
の
免
税
措
置
に
つ
い
て

陳
情
者

ふ
く
し
ま
中
央
森
林
組
合

代
表
理
事
組
合
長
　
渡
邊
一
夫
さ
ん



議 会 だ よ り議 会 だ よ り

対
策
連
絡
協
議
会
で
協
議
を
し
て

ゆ
く
の
か
と
の
お
尋
ね
で
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
協
議
会
は
石
川
町
、

矢
吹
町
、
鏡
石
町
、
玉
川
村
そ
し

て
国
、
県
の
関
係
機
関
で
11
月
22

日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
協

議
会
は
、
今
後
の
阿
武
隈
川
の
円

滑
な
河
川
整
備
に
役
立
て
て
い
く

た
め
に
協
議
が
行
わ
れ
ま
す
。
洪

水
に
よ
る
災
害
発
生
の
要
因
と
な

る
も
の
は
早
急
な
対
策
が
必
要
で

あ
り
ま
す
の
で
、
協
議
会
の
中
で

も
意
見
を
述
べ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

い
ろ
ん
な
関
係
機
関
に
働

き
か
け
、
ま
た
運
用
面
を
考

え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
率
直

に
申
し
上
げ
る
と
、
雨
が
降
る
た

び
に
住
民
に
心
配
を
掛
け
る
こ
と

に
な
ら
な
い
よ
う
に
進
め
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
る
が
、
村
長
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

　

当
然
、
二
度
と
こ
の
よ
う

な
災
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に

村
と
し
て
も
、
管
理
す
る
県
や
国

に
対
し
て
そ
の
よ
う
な
旨
を
伝
え

て
お
り
、
今
後
、
協
議
会
の
中
で

も
災
害
を
防
ぐ
手
立
て
を
是
非
お

願
い
し
た
い
と
強
く
要
望
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
12
月
定
例
会
の
村
長
答

弁
の
中
で
阿
武
隈
川
流
域
対
策
協

議
会
が
結
成
さ
れ
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
の
で
、
そ
の
協
議
会
の
中

で
も
今
後
、
水
門
の
運
用
面
や
河

床
の
堆
積
物
の
除
去
に
つ
い
て
協

議
し
て
ゆ
く
考
え
は
あ
る
の
か
ど

う
か
を
伺
い
た
い
。

　

昭
和
61
年
の
８
・
５
水
害

と
平
成
10
年
８
月
末
の
水
害

に
お
い
て
も
大
き
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。

　

平
成
11
年
に
鏡
石
町
と
玉
川
村

の
連
名
で
須
賀
川
市
長
へ
堰
を
自

動
開
閉
機
に
改
修
す
る
よ
う
要
望

書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。
浜
田
用

水
は
今
も
灌
漑
用
水
と
し
て
２
５

０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
賄
い
、
ま
た
発

電
用
と
し
て
東
北
電
力
が
使
用
中

で
あ
り
ま
す
。
須
賀
川
市
が
管
理

を
し
て
お
り
ま
す
の
で
今
後
も
改

善
要
望
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
河
床
の
堆
積
物
の
除
去
で

あ
り
ま
す
が
、
堆
積
物
の
原
因
が

浜
田
堰
に
関
係
し
て
い
る
も
の
で

あ
れ
ば
、
当
然
、
働
き
か
け
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

三
つ
目
の
阿
武
隈
川
上
流
浸
水

き
か
け
を
し
て
ゆ
く
考
え
が
あ
る

の
か
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
長
い
期
間
、
水
門
が
閉

じ
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
た
め
に

水
門
か
ら
上
流
の
玉
城
橋
ま
で
の

間
に
は
、
多
く
の
土
砂
な
ど
堆
積

物
が
溜
ま
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

 

河
床
が
高
く
な
れ
ば
、
当
然
に

容
積
量
は
低
下
す
る
。
最
近
の
ゲ

リ
ラ
豪
雨
な
ど
の
よ
う
に
想
定
外

の
雨
量
が
で
れ
ば
、
川
は
氾
濫
し

や
す
く
な
る
。
堤
防
の
嵩
上
げ
に

も
限
界
が
あ
る
と
管
理
者
が
言
う

の
で
あ
れ
ば
、
河
床
の
堆
積
物
の

除
去
を
国
や
県
に
働
き
か
け
て
ゆ

く
考
え
が
あ
る
の
か
を
伺
い
た
い
。

（８）（９） 平成24年５月17日 平成24年５月17日

　

阿
武
隈
川
が
増
水
す
る
要

因
と
し
て
、
乙
字
ヶ
滝
の
と

こ
ろ
の
浜
田
用
水
の
堰
が
原
因
だ

と
思
う
。

 

あ
の
堰
は
昭
和
30
年
代
頃
に
開

閉
式
に
な
る
よ
う
改
修
さ
れ
た
と

聴
い
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
水

門
が
開
閉
し
た
と
こ
ろ
は
今
ま
で

に
無
か
っ
た
と
思
う
。

 

あ
の
水
門
は
農
業
用
又
は
電
力

用
と
し
て
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
と
思
う
が
、
今
後
、
上
流
部
で

越
水
す
る
よ
う
な
時
に
は
水
門
を

開
け
る
よ
う
な
運
用
が
必
要
で
あ

る
と
思
う
が
、
村
と
し
て
関
係
機

関
及
び
関
係
者
に
そ
の
よ
う
な
働

玉川村議会３月定例会

問

問

Ｑ　
阿
武
隈
川
の
大
洪
水
は
浜
田
用
水
の
堰
が
原

因
で
は
？

Ａ　
過
去
の
水
害
の
際
も
堰
の
改
修
要
望
を
し
て

お
り
ま
す

添
田
四
郎
議 

員

答

答

◦歳　出　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

款 24年度当初 23年度当初 増減額

１	 議　 会　 費 78,713 91,608 △ 12,895

２	 総　 務　 費 403,034 394,250 8,784

３	 民　 生　 費 682,829 708,821 △ 25,992

４	 衛　 生　 費 461,380 436,820 24,560

５	 労　 働　 費 105 85 20

６	 農 林 水 産 業 費 231,267 245,298 △ 14,031

７	 商　 工　 費 69,022 44,039 24,983

８	 土　 木　 費 205,353 178,573 26,780

９	 消　 防　 費 149,169 151,121 △ 1,952

10	 教　 育　 費 343,614 305,595 38,019

11	 災 害 復 旧 費 13,356 4 13,352

12	 公　 債　 費 480,276 504,165 △ 23,889

13	 諸 支 出 金 177,549 35,074 142,475

14	 予　 備　 費 4,333 4,547 △ 214

歳出合計 3,300,000 3,100,000 200,000

◦歳　入　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

款 24年度当初 23年度当初 増減額

１	 村 　 　 　 税 699,124 700,483 △ 1,359

２	 地 方 譲 与 税 50,784 51,236 △ 452

３	 利 子 割 交 付 金 1,375 1,729 △ 354

４	 配 当 割 交 付 金 357 254 103

５	 株式等譲渡所得割交付金 89 120 △ 31

６	 地方消費税交付金 62,777 61,806 971

７	 自動車取得税交付金 9,583 8,603 980

８	 地 方 特例交付金 1,972 10,424 △ 8,452

９	 地 方 交 付 税 1,424,900 1,374,000 50,900

10	 交通安全対策特別交付金 1,364 1,395 △ 31

11	 分担金及び負担金 22,685 22,616 69

12	 使用料及び手数料 67,891 66,855 1,036

13	 国 庫 支 出 金 180,494 222,219 △ 41,725

14	 県 支 出 金 273,983 187,389 86,594

15	 財 産 収 入 5,715 5,638 77

16	 寄 　 付 　 金 3 2 1

17	 繰 　 入 　 金 182,802 36,906 145,896

18	 繰 　 越 　 金 30,000 30,000 0

19	 諸 　 収 　 入 61,702 52,925 8,777

20	 村 　 　 　 債 222,400 265,400 △ 43,000

歳入合計 3,300,000 3,100,000 200,000

平成24年度　特別会計・上水道事業会計予算
（単位：千円）

会計区分 24年度予算 23年度予算 増減額

国民健康保険特別会計 818,227 810,780 7,447

介 護 保 険 特 別 会 計 374,798 352,168 22,630

後期高齢者医療特別会計 46,100 44,280 1,820

農業集落排水事業特別会計 140,465 118,749 21,716

簡易水道事業特別会計 19,345 21,424 △ 2,079

上水道事業

収　益　的 190,159 184,225 5,934

資　本　的 191,338 416,984 △ 225,646

計 381,497 601,209 △ 219,712

合　　計 1,780,432 1,948,610 △ 168,178

平成24年度　主な新規事業等
（単位：千円）

　　　　　事　業　名 金　額

川辺小学校耐震補強計画策定 3,681

玉一小プール改修工事 1,707

須釜中校舎内部塗装工事 1,386

就業改善センター耐震補強計画策定 2,828

文化講演会 1,742

工業団地等公園管理委託事業（緊急雇用） 2,139

緑の駅運営事業委託料（緊急雇用） 16,327

地域防災計画策定業務 3,675

防災行政無線中継局舎更新工事 5,600

保育所給食調理業務委託 5,921

子どものための手当 107,100

福島空港開港 20周年記念事業 12,264

空き家バンク整備委託 1,600

平成24年度　一般会計予算
予算総額は 33 億円



議 会 だ よ り議 会 だ よ り

飼
料
の
暫
定
許
容
値
を
１
㎏
あ
た

り
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
下
に
引
き

下
げ
、
農
家
で
は
こ
の
よ
う
な
対

策
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か
先
行
き

が
見
え
な
い
中
、
今
後
の
粗
飼
料

の
確
保
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
心
配
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

村
と
致
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ら

の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
対
策
に
つ
い

て
、
国
・
県
に
強
く
要
望
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
明
確
な
対
策

が
示
さ
れ
な
い
状
態
で
あ
り
ま
す

の
で
、
石
川
地
方
町
村
会
や
石
川

郡
畜
産
農
業
協
同
組
合
な
ど
関
係

機
関
と
連
携
い
た
し
ま
し
て
、国
・

県
・
東
京
電
力
な
ど
関
係
機
関
に

今
ま
で
以
上
に
強
く
要
望
し
て
参

り
ま
す
。

　

国
・
県
へ
の
要
望
の
中
身

は
何
か
。

　

町
村
会
で
も
協
議
し
て
お

り
ま
す
が
、
１
頭
当
た
り
何

万
円
か
出
せ
な
い
か
な
ど
一
歩
進

ん
だ
取
り
組
み
を
要
望
し
て
い
る
。

　

県
の
方
に
一
括
し
て
集
約

で
き
る
場
所
に
、
希
望
者
か

ら
牛
を
集
め
て
あ
る
程
度
の
補
償

金
を
受
け
な
が
ら
処
分
す
る
と
い

ま
す
。
村
保
有
財
産
と
の
相
乗
効

果
に
つ
い
て
は
、
各
地
区
の
意
見

も
お
聞
き
し
な
が
ら
今
後
検
討
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

再
質
問

　

岩
法
寺
の
事
業
所
建
設
に

際
し
て
の
水
道
管
布
設
工
事

は
、
村
の
好
意
と
し
て
の
作
業
で

は
な
く
、
義
務
と
し
て
の
工
事
で

あ
る
と
い
う
事
で
よ
ろ
し
い
で
し

ょ
う
か
。

　

東
日
本
大
震
災
の
際
に
体

育
館
を
自
衛
隊
に
一
時
貸
し

て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
、
仮
設
の
水

道
管
を
引
き
ま
し
た
。
今
回
は
体

育
館
へ
も
水
道
管
を
引
い
て
お
こ

う
と
、
仮
の
布
設
を
本
布
設
に
し

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

竜
崎
の
土
地
の
売
買
に
関

し
て
、
参
加
の
業
者
は
1
社

の
み
、
し
か
も
落
札
価
格
は
役
場

の
予
定
し
た
価
格
の
1
万
円
増
し

で
あ
っ
た
と
い
う
事
で
す
が
、
こ

こ
に
一
切
の
疑
念
は
な
い
と
い
う

事
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

　

溝
井
議
員
ご
発
言
の
と
お

り
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
た

だ
い
て
よ
ろ
し
い
か
と
思
い
ま

す
。

転
用
に
向
け
て
整
理
や
リ
ス
ト
ア

ッ
プ
が
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。　

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
は
し
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
物
件
を
特
定

し
た
相
談
が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
来
よ
り
行
政
区
長
へ

呼
び
か
け
を
し
て
い
た
宅
地

開
発
の
可
能
性
、
情
報
の
収
集
に

つ
い
て
は
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
取

り
ま
と
め
や
検
証
が
行
わ
れ
、
事

業
化
へ
向
け
た
計
画
が
立
て
ら
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

そ
の
中
に
は
村
が
保
有
す
る
財
産

が
相
乗
的
に
効
果
を
上
げ
る
よ
う

な
関
わ
り
方
は
期
待
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

平
成
23
年
度
に
区
長
さ
ん

を
中
心
と
し
て
各
行
政
区
ご

と
に
地
域
活
性
化
定
住
促
進
協
議

会
を
設
置
い
た
し
ま
し
て
、
平
成

26
年
3
月
を
目
処
に
Ｕ
タ
ー
ン
、

Ｉ
タ
ー
ン
等
の
希
望
者
へ
空
き
家

情
報
の
提
供
や
定
住
促
進
に
向
け

た
取
り
組
み
を
図
り
な
が
ら
地
域

活
性
化
へ
向
け
た
提
案
を
い
た
だ

き
、
協
働
の
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
参
り
た
く
、
各
地
区
で
意

見
交
換
や
協
議
を
行
な
っ
て
お
り

ア
ッ
プ
が
な
さ
れ
、
売
却
や
転
用

が
進
め
ら
れ
て
い
く
の
で
し
ょ
う

か
。　

岩
法
寺
の
土
地
に
つ
い

て
、
イ
ン
フ
ラ
や
税
制
面
で

村
が
配
慮
・
優
遇
し
た
事
案
が
あ

れ
ば
ご
披
露
願
い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ラ
面
で
は
水
道
管

の
本
布
設
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
企
業
移
転
に
係
る
建
物
に

つ
き
ま
し
て
は
、
村
独
自
の
優
遇

措
置
に
つ
い
て
特
に
実
施
し
て
お

り
ま
せ
ん
。

　

竜
崎
の
土
地
は
入
札
の
た

め
の
参
加
資
格
と
し
て
「
石

川
郡
内
に
お
い
て
事
務
所
等
を
有

し
て
お
り
～
」
と
条
件
が
付
い
て

お
り
ま
し
た
が
、
近
接
す
る
自
治

体
の
業
者
が
除
外
さ
れ
た
理
由
と

は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

石
川
郡
内
の
事
業
者
で
あ

れ
ば
宅
地
購
入
希
望
者
が
安

心
し
て
求
め
ら
れ
、
売
却
後
の
業

者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
も
回
避
で
き
る

も
の
と
考
え
入
札
参
加
条
件
と
し

た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

玉
川
村
が
保
有
す
る
土
地

や
建
物
で
当
面
利
活
用
の
計

画
や
用
途
の
無
い
物
件
は
ど
れ
ぐ

ら
い
あ
り
、ま
た
そ
れ
ら
は
売
却
・
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一
方
で
は
、
少
子
化
に
よ
る
教
育

施
設
の
統
廃
合
、
集
中
改
革
プ
ラ

ン
に
記
載
さ
れ
て
い
た
支
所
の
廃

止
、
村
営
住
宅
の
老
朽
化
対
策
、

非
常
時
の
炊
き
出
し
に
も
利
用
可

能
な
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
高

齢
化
に
伴
う
地
域
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

の
充
実
、こ
ど
も
園
の
整
備
な
ど
、

遊
休
地
の
利
活
用
も
含
め
て
考
え

る
べ
き
案
件
も
数
多
く
控
え
て
お

り
ま
す
。

　

冒
頭
の
例
示
の
よ
う
に
売
却
で

き
る
物
件
は
そ
の
可
能
性
を
探

り
、
一
定
の
目
処
を
も
っ
て
処
分

し
て
い
く
こ
と
は
得
策
な
の
だ
と

は
思
い
ま
す
が
、
今
後
、
庁
内
で

は
ど
の
よ
う
な
評
価
軸
や
判
断
を

も
っ
て
候
補
地
や
物
件
の
リ
ス
ト

昨
年
の
8
月
、
岩
法
寺
に
所

在
す
る
体
育
館
の
駐
車
場
の

一
部
約
８
２
６
坪
が
事
業
所
用
用

地
と
し
て
売
却
さ
れ
（
約
１
１
５

０
万
円
）、
現
在
、
建
屋
の
完
成

に
向
け
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
同
年
12
月
に
は

旧
竜
崎
住
宅
跡
地
約
６
７
０
坪
が

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
宅
地
の
分

譲
予
定
地
と
し
て
民
間
の
不
動
産

業
者
へ
売
却
さ
れ
ま
し
た
（
１
１

２
０
万
円
）。

　

将
来
に
亘
り
用
途
の
な
い
村
有

財
産
が
事
業
所
の
立
地
な
り
宅
地

な
り
と
し
て
売
却
さ
れ
る
こ
と
は

村
の
財
政
に
と
っ
て
も
有
用
で
あ

り
、
ま
た
、
そ
の
波
及
効
果
に
寄

せ
る
期
待
も
大
き
い
の
で
す
が
、 溝

井
丈
樹
議 

員

Ｑ　
村
有
財
産
の
売
却
や
転
用
は
今
後
ど
の
よ
う

に
進
め
ら
れ
て
い
く
の
か

Ａ　
物
件
を
特
定
し
た
相
談
が
あ
れ
ば
検
討
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す

①

①②

②③

④

東
電
の
原
発
事
故
に
よ

り
、
畜
産
農
家
は
肥
育
牛
の

出
荷
規
制
や
廃
用
牛
の
移
動
規
制

そ
し
て
風
評
被
害
等
で
、
子
牛
の

価
格
は
少
し
は
持
ち
直
し
た
も
の

の
先
行
き
不
安
を
抱
い
て
お
り
ま

す
。
特
に
繁
殖
期
を
過
ぎ
た
和
牛

繁
殖
雌
牛
の
出
荷
が
滞
っ
て
お

り
、
繁
殖
牛
を
更
新
で
き
な
い
上

に
、
飼
料
代
な
ど
管
理
経
費
が
掛

か
り
農
家
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
状
況
下
を
打
開
す
る
た
め
に
、

村
と
し
て
は
現
状
を
ど
う
把
握
し

今
後
ど
の
よ
う
に
対
策
を
講
じ
て

い
く
考
え
か
伺
い
ま
す
。

　

繁
殖
期
を
過
ぎ
た
老
廃
牛

の
移
動
規
制
に
対
す
る
対
応

の
ご
質
問
で
あ
り
ま
す
が
、
現
在

廃
用
牛
に
つ
き
ま
し
て
は
、
出
荷

が
出
来
ず
に
お
り
、
買
い
直
し
す

る
し
か
な
い
状
態
と
な
っ
て
お

り
、
管
理
経
費
が
畜
産
農
家
の
経

営
を
圧
迫
し
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
繁
殖
牛
の
更
新
が
出
来
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
と
理
解
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
廃
用
牛
の
多
く
は
屠と

畜ち
く

す
る
た
め
に
粗
飼
料
の
暫
定
許
容

値
１
㎏
当
た
り
３
０
０
ベ
ク
レ
ル

以
下
の
粗
飼
料
で
１
年
程
度
飼
い

直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

国
で
は
平
成
24
年
４
月
よ
り
粗

大
和
田
　
宏 

議 

員

Ｑ 

廃
用
牛
の
移
動
規
制
に
対
す
る
対
応
は

Ａ 

関
係
機
関
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
国
・
県
な
ど

に
働
き
か
け
を
し
て
ゆ
き
ま
す

問

問問

問

う
方
法
も
取
れ
る
と
思
う
の
で
、

早
め
に
要
望
し
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
石
川
管

内
及
び
村
内
の
廃
用
牛
の
頭
数
は

ど
の
く
ら
い
い
ま
す
か
。

　

頭
数
は
把
握
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

　

石
川
管
内
で
約
１
５
０

頭
、
村
内
は
約
10
頭
の
牛
が

い
る
よ
う
で
す
。
日
を
追
う
ご
と

に
増
え
て
き
ま
す
の
で
、
早
め
の

対
応
を
申
し
上
げ
ま
す
。

「
震
災
に
よ
る
通
行
止
め
箇
所
に
つ
い
て
」

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
通
行
止
め

に
な
っ
て
い
る
小
高
か
ら
川
辺
に
通

じ
る
村
道
と
乙
字
ヶ
滝
の
旧
国
道
の

橋
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

し
て
い
る
の
か
。

「
復
興
関
連
施
策
に
つ
い
て
」

　

村
長
は
、
年
頭
の
挨
拶
で
「
復
旧

復
興
に
向
け
て
」と
語
っ
て
い
た
が
、

村
で
は
国
の
第
３
次
補
正
予
算
の
事

業
に
対
し
て
何
を
求
め
、
何
を
実
行

し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

「
事
務
の
停
滞
に
つ
い
て
」

　

昨
年
の
10
月
に
公
益
通
報
を
倣
っ

た
様
式
で
、
あ
る
職
員
の
倫
理
感
を

問
う
通
報（
書
類
）が
役
場
窓
口
へ
提

出
さ
れ
た
が
、
未
だ
に
通
報
者
に
教

示
等
が
行
わ
れ
て
い
な
い
様
子
で
あ
る
。

「
一
般
質
問
等
の
そ
の
後
に
つ
い
て
」

　

私
が
行
っ
た
昨
年
３
月
議
会
以
降

の
一
般
質
問
等
に
つ
い
て
、
そ
の
後

の
取
り
組
み
、
成
果
等
を
尋
ね
る
。

８
点
あ
る
。

「
転
作
の
実
施
状
況
と
24
年
度
の
方

針
に
つ
い
て
」

　

23
年
度
の
転
作
状
況
は
ど
う
だ
っ

た
の
か
。ま
た
、戸
別
補
償
制
度
に
よ

る
所
得
補
償
交
付
金
等
の
振
込
作
業

は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
た
の
か
。
24
年

産
米
の
作
付
け
及
び
補
償
制
度
の
活

用
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

「
台
風
の
被
害
を
受
け
た
パ
イ
プ
ハ

ウ
ス
の
復
旧
状
況
に
つ
い
て
」　

　

経
費
の
面
で
国
県
の
補
助
を
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
被
害
の
状
況

と
復
旧
の
進
捗
状
況
及
び
経
費
の
負

担
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

 

溝
井
丈
樹
議
員

大
和
田　
宏
議
員

添
田
四
郎
議
員

　
「
村
政
こ
こ
が
き
き
た
い
」
で
取
り
上
げ
た
一
般
質
問
の
ほ
か
に
次

の
質
問
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
質
問
の
要
旨
の
み
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

答

答答

答答

答

答

答

答

問


